






　山田町で拾ったドングリを全国で苗にして送り返し
ていただいたことで、子どもたちの心の中に、全国の
お友達とつながっている、自分たちだけじゃない、と
いう絆の気持ちが大きく残りました。
　これらの苗木が大きく育った時、子どもたちが「あ
の時の苗木がこんなに大きく育ったんだ」と思ってく
れたら嬉しいです。
　生きる力をもらうというこ
とを、こうやって身体で覚え
ていくことが、子どもたちに
とっては、一番自分のもの
になっていくと思います。こ
ういう思いを、ほかの皆さ
んに返してあげられるような
大人に育ってほしいと常々
思っています。

　ドングリなどの広葉樹は、成長して葉を落とすと土
壌が豊かになり、鉄分やミネラルが海に流れて行って
ホタテなどの海の生きものが育ちます。海は山のおか
げで豊かになります。
　今回の植樹は、被災地の子どもたちの頑張りと、一
緒になって応援してもらっている全国の子どもたちと
の共同作業というところに意義があります。
　この植樹の結果、自然を
もう一度取り戻すことにな
り、漁業が再生して山田町
に貢献していくことでしょ
う。
　このような活動とその支
援・協力に対して、心から感
謝します。
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　2014年5月22日、岩手県下閉伊郡山田町で、山田町第
一保育所、豊間根保育園、織笠保育園の園児計87名が参加
して、初めての植樹会が開催されました。
　開会式では山田町町長の祝辞、地元郵便局局長の応援メッ
セージなどがあり、活動のテーマソング「どんぐりえがお」

が初披露され、子どもたちは歌に合わせて楽しく身体を動か
しました。
　その後、植樹地に移動して植樹が行われました。子どもた
ちは、ポットから苗木を出し、自分たちで掘った穴に慎重に入
れて、「大きくなーれ！」と土をかぶせました。

　植樹会に先立ち、各地の参加園で、苗木を見送る会が開催されました。

　①東日本大震災の被災地と全国の幼稚園・保育園児たち
が、ドングリを育てる活動を通じて、「共に生きる心」を育む
こと、②被災地のドングリを、全国で育て、被災地に植えるこ
とで、被災地の森の生物多様性の再生活動に貢献すること、
③この活動を、「グリーンウェイブ」活動として世界の子どもた
ちの環境活動につなげること、を目的として、特定非営利活
動法人子どもの森づくり推進ネットワークとともに進めている

この活動が認められ、企業が社員や市民団体などと一緒に
なって取り組む環境保全活
動のコンテスト「第3回いき
ものにぎわい企業活動コン
テスト」で、「公益社団法人国
土緑化推進機構理事長賞」
を受賞しました。

ひとこと ひとこと

新宿せいが保育園（東京都新宿区）

各地から送られた苗木を入れた箱（上）
園児たちが書いたメッセージ（下）

開会式の記念写真

崇徳保育園（滋賀県犬上郡豊郷町） 山本まごころ保育園（広島県広島市安佐南区）

　　

岩手県で第１回植樹会  ～全国で被災地のドングリから育てた苗木130本を山田町に植樹～

「第3回いきものにぎわい企業活動コンテスト」で受賞しました

苗木を見送る会・第1回植樹会の模様

山田町
佐藤 信逸 さん町長

山田町第一保育所
舟田 昌子さん所長

すうとく とよさと

し も へ い

　各地で見送られた苗木がゆうパックで、また、参加園の園児たちが書いたメッセージなどが郵便で山田町に届けられ、開会式
の会場で披露されました。

特 集

　2012年の秋に東日本大震災の被災地で、ドングリ拾いから始まった『JP子どもの森づくり運動「東北復興グリーン
ウェイブ」』の活動も、全国各地での苗育ての年を経て3年目を迎え、いよいよ植樹の年となりました。活動参加園・
園児も増えつつあり、活動に対する評価も高まっています。



「ふみフェス2014 in イオンモール」で、全国の子どもたちが、“はがき”に挑戦
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　今、手紙やはがきを書いたことがないという子どもたちが増えています。国の調査※によると、小学校6年生の3割
以上が宛名や自分の住所などを書く位置が分からないという結果がでました。
　日本郵便は手紙の正しい書き方を経験してほしいという願いから、小・中・高校生を対象に「手紙の書き方体験授業」を
行っています。

　2014年10月7日、横浜市立東山田小学校の1年生のクラ
スでは、「運動会のご案内」を祖父母やお友達に送るという
テーマで、手紙の書き方体験授業が行われました。
　初めに、黒板に大きなはがきをはり、テキストのはがきの文
例を参考にしながら、はがきの書き方を簡単に説明しました。
その後、子どもたちはそれぞれ事前に描いた運動会の絵をは
がきの裏面に描いていきます。ある程度、描き終わったところ
で、はがきの表面の書き方に移るのですが、表面の宛名書き
となると途端に詰まってしまったり、郵便番号につられて、左
から右に書いたりと苦戦している子どももいました。
　古市先生の授業が終わった後に、子どもたちの感想を聞く
と、「初めてで楽しかった」「手紙が届くまでの様子をもっと教
えてほしい」という声を聞くことができ、体験授業を楽しみな
がら学ぶことができたようです。

ひとこと

ひとこと

　1年生のクラスの「手紙を書く」という授業なので、
まず「ゆうびんでーす」のお話で郵便局の人が手紙を
届けてくれると教えてから、みんなもはがきを書いて
みようと進めています。はがきの裏面はすらすら書け
るけれど表面の郵便番号や宛名書きに引っかかってし
まいますね。だから、テキストに入っていた原寸大の
はがきのページはとても使いやすかったです。この授

業をきっかけに手紙を書く
ことに興味を持ち、暑中見
舞いや年賀状などを書くよ
うになってほしいです。

横浜市立東山田小学校
古市 果菜絵さん教諭

　この夏、全国の子どもたちは、全国のイオンモール23か所
で、気軽に楽しみながら自分だけのはがきを書く体験に挑戦
しました。
　2014年8月23日と24日、会場の一つのイオンモールつく
ばでは、幼児から小学校3年生くらいまでの子どもたち、ご両
親やお年寄りが引きも切らず訪れ、2日間で、多くの方にご参
加いただきました。
　最初は様子を見ていた子どもも、動物の切り抜きや色とり
どりのシールを使いながら、夢中になりお気に入りの一枚を
完成させ楽しみながら手紙を書いていました。本物の郵便は
がきなので住所を書いて、おじいちゃんやおばあちゃん、お友
達に送る子もいたようです。
　参加された方の感想としては、「家ではなかなか体験させて
あげられなかったけれど、気軽に参加できた」「何より子ども
目線で説明してくれたので、気軽に参加できた」「手紙を書く
ことが身近に感じられてよかった」と好評でした。

日本郵便 切手・葉書室 担当部長 山下 健一郎

ひとこと

　今回の「ふみフェス2014」は、イオンモールとお客
さまがつながる体験イベントとして期待していたとお
り、とてもにぎやかで皆さんが楽しく手紙を書いてい
るのが伝わってきました。ショッピングモールは、お買
い物だけではなく、このようなイベントも楽しんでい
ただける場であることが重要だと思っています。ご家
族皆さまで手紙に親しんでいただき、夏休みの良い思

い出にと思い8月23、24
日に開催しましたが、たく
さんの方々に参加いただく
ことができました。

イオンモールつくば
イオンモール株式会社

箭内 彩香 さん営業担当

※全国学力・学習状況調査（2009年文部科学省実施）

「手紙の書き方体験授業」テキスト

やない

小学生が体験授業で、はがきを使って「運動会のご案内」をしました

  「手紙の書き方体験授業」（2010年度取組開始）や全国23
か所のイオンモールで新たに実施した「ふみの日イベント」
などの手紙振興策を通じ、「はがきや手紙を使うと、大切な
人に自分の気持ちを伝えることができる」ということをより
多くの子どもたちに伝えていきたいです。同時に、手紙のや
り取りを通じ「手紙の楽しさや喜び」を感じてほしいです。

ひがしやまた

特 集
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ひとこと

ひとこと

社会、地域社会への貢献の推進

　福島県福島市の特定非営利活動法人市民公益活動パート
ナーズは、東日本大震災の前に、南東北の特定非営利活動法
人の活動に必要な情報を提供することなどを目的に設立され
ましたが、震災後は、学生ボランティアを含む総勢40～50人
で、避難者の方々への生活再建支援を行っています。
　支援の柱は２つあります。一つは、仮設住宅の避難者の方々
への取材や月刊「おたがいさま新聞」（5,000部）の発行で
す。この取組は、福島県県北をはじめ広域に分散避難された
相双地域の人たちの心をつなぐ架け橋となりました。もう一つ
は、「交流ひろば」の開設です。これにより、避難者の方々を対
象とした絵手紙教室など「いつもの暮らしに戻るプログラム」
や、借上住宅自治会の助成金申請支援を含む「自治会・コミュ
ニティ支援プログラム」などが提供され、避難先地域の住民
との交流やコミュニティづくりのきっかけとなりました。

　年賀寄附金配分助成事業は1949年の開始から66年目を
迎え、寄附金の累計額は約487億円にのぼっています。
　2014年度の寄附金(約6億円)も297団体に配分されました。

　新潟県新潟市北区にある福島潟は、220種以上の野鳥と
450種以上の植物が確認されており、環境省の「かおり風景
100選」にも選ばれている自然の宝庫です。この豊かな自然
を守り後世に伝える活動を行っているのが、特定非営利活動
法人ねっとわーく福島潟です。
　同法人では福島潟の魅力を知ってもらうため、手こぎの「潟
舟」を使って、自然観察を行う体験を行っていますが、より多
くの方に体験いただけるよう、年賀寄附金の助成を受けて新
たに２艘を建造し、2013年６月に進水しました。
　年賀寄附金の助成は、福島潟の自然を守り伝える活動にも

使われました。その一つは、イネ科の多年草であるマコモの
植栽です。福島潟は国の天然記念物であるオオヒシクイの日
本一の越冬地で、5,000羽以上が毎年９月から翌年２月にか
けて過ごし、マコモはオオヒシクイの越冬中の大事な食料と
なっています。しかし、マコモの量は年々減少し、このままで
は無くなってしまうおそれがあることから、15年前からマコ
モの植栽を実施しています。2013年６月２日には地元の高
校生などが参加して、マコモの植栽イベントを開催しました。
　また、潟の清掃や外来種のセイタカアワダチソウ、ホテイア
オイの駆除など、福島潟の自然を守る活動を随時行いました。

　私たちの団体は、潟の環境保全や希少種植物の保護、動植物および水質の調査、小中学校
への環境学習講座の開催、市民を対象とした自然観察会の実施、潟の案内などの活動を行っ
ています。
　中でも「潟舟の会」は、大工、農業、会社員、教員など様々な経歴を持つ60～70代を中心
とした約15名で構成し、それぞれの技術や知識を生かしながら活動しています。今回建造した
潟舟もメンバーの大工さんの指導の下、２週間ほどで完成しました。
　年賀寄附金の助成金で潟舟を２艘建造したことで、潟舟は４艘となり、小学校の生徒さんな
ど多くの方に体験してもらうことが可能になりました。
　潟舟の乗船体験を通じて、福島潟の自然の魅力を水面の高さから知ってほしいです。

年賀寄附金助成事業 避難者の方々の心をつなぐ情報の提供と新たな地域づくりへの支援

■2014年度の配分団体数と配分金額
配分対象事業 配分金額

（万円）
配分団体数
（件）

社会福祉の増進
非常災害時の救助・災害の予防
交通事故・水難事故防止
文化財の保護
青少年の健全育成のための社会教育
健康のためのスポーツ振興
地球環境の保全
東日本大震災被災者救助（復興）

39,618
477
50
750

5,640
50

4,158
9,659

215
2
1
3
39
1
12
24

　被災者の方々は、住んでいた地域も、事情も異なる
ため、支援団体に求められるニーズも多様ですし、そ
のニーズさえ変化します。
　この助成は、情報誌の発行、交流拠点の賃借料な
ど、幅広い用途に使用できて、とても助かりました。ま

た、実績の無い計画も助成
対象のため、中間支援分野
で活動する私たちなどには
ありがたい仕組みです。

特定非営利活動法人
市民公益活動パートナーズ　
代表理事 古山 郁 さん

潟舟に乗って自然観察　 マコモの植栽活動（写真提供：ねっとわーく福島潟）

月刊「おたがいさま新聞」

うわまち交流ひろば活動風景（写真提供：市民公益活動パートナーズ）

　日本郵便は、寄附金付年賀はがき一枚につき５円、寄附金付年賀切手一枚につき３円の寄附金をお預かりし、社会福
祉の増進などの事業を行う団体に配分しており、制度創設からの累計額は約487億円にのぼっています。
　ここでは、2013年度に地球環境の保全および東日本大震災被災者救助（復興）事業で助成を受けた団体の取組を
ご紹介します。

豊かな自然の宝庫を守り、後世に伝えるために

特定非営利活動法人
ねっとわーく福島潟

事務局長 安澤 裕志 さん
あんざわ

そう そう
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寄附
寄附金

公募/配分
活動実施

申請/報告報告

お
客
さ
ま

開
発
途
上
国・地
域
の
人
々JICA在外事務所/国内センター

世界の
人びとのための
JICA基金

年2回発生する貯金
利子（税引後）の20％
が自動的に寄附金に

これまで累計
約2,000万円
を寄附

N
G
O
・
N
P
O
な
ど

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　ゆうちょ銀行では、貧困や飢餓で苦しむ世界の人々の生活
や環境保全への支援を目的に、誰でも気軽に始められる国際
協力として「ゆうちょボランティア貯金」を取り扱っています。
貯金利子の一部からお預かりした寄附金は、草の根レベルの
国際貢献や地球環境保全に役立てられています。給与や年金
の受取口座を活用した、自分の身の丈にあった寄附を継続的
に実践できる寄附文化の普及に努めています。

　ゆうちょ銀行は、障がい者の自立支援の一助とするため、
障がいがありながらも素晴らしい絵の才能を持つアーティスト
の描いた作品を使ったポストカードを作成しました。このポス
トカードは、ゆうちょ銀行の店舗および全国の郵便局で、お客
さまとのコミュニケーションツールとして使用されています。

　作者はともに岩手県花巻市の障がい者支援施設「ルンビ
ニー苑」に生活の拠点を持ち、社会福祉法人光林会が運営する
「るんびにい美術館」のアトリエで制作活動を行っています。

ゆうちょボランティア貯金 ゆうちょデザインポストカード

　ゆうちょ銀行は、国内で開催されている囲碁大会に特別協賛し、囲碁文化の発展に努めています。

　次代を担う子どもたちを応援するとともに、囲碁を通じた
世代間の交流と地域の活性化を目指し、中学生以下のアマ
チュア囲碁棋士の日本一を決める大会である「ゆうちょ杯 
ジュニア本因坊戦」（主催：（株）毎日新聞社、共催：全国こども
囲碁普及会、後援：（公財）
日本棋院・（財）関西棋院、
協力：日本郵便）に特別協
賛しています。
　17回目を迎えた2013年
度は、約3,000人の子ども
たちが参加しました。

囲碁大会への特別協賛

　ゆうちょ銀行では、全国の小学生を対象に貯金箱の作製を
通じて、貯蓄に対する関心を持ってもらうとともに、造形的
な創造力を伸ばすことなどを目的とし、「ゆうちょアイデア貯
金箱コンクール」を開催しています。また、国際的な社会貢
献について考えるきっかけになればという思いから、応募作
品1点につき10円を、ゆうちょ銀行から公益財団法人日本ユ
ニセフ協会および独立行政法人国際協力機構（JICA）に寄
附しています。

ゆうちょアイデア貯金箱コンクール

あなたの善意が、世界を笑顔に。
ずっと、ずっと。

衛生教育により石鹸で手を洗うようになった子どもたち
(写真提供：チームピースチャレンジャー）

展示会の様子

絵:「風のロンド」高橋 南

ジュニア本因坊戦集合写真

ジュニア本因坊戦大会風景

囲碁ユース選手権大会表彰

囲碁ユース選手権で
優勝した余七段

ゆうびんきょく賞受賞作品
1年生の部「みんなともだち」

ゆうちょ銀行賞受賞作品
5年生の部「けずりかす鯛の貯金箱」

社会、地域社会への貢献の推進

受賞作品の紹介
第38回 ゆうちょアイデア
貯金箱コンクールより

■ゆうちょボランティア貯金の仕組み

■ゆうちょ杯 ジュニア本因坊戦 ■ゆうちょ杯 囲碁ユース選手権～中野孝次メモリアル

絵:「Let it be」小林 覚
さとる

　世界で活躍できる若手の成長を応援することを目的に開催
された、20歳以下の若手による大会「ゆうちょ杯 囲碁ユース
選手権～中野孝次メモリアル」（主催：
（公財）日本棋院、特別協力：（株）朝日
新聞社、協力：（財）関西棋院）に特別協
賛しています。
　2014年6月から10月にかけて開催され
た第1回大会には44名が参加し、余世麒
七段が初代の優勝者になりました。

よ   せ い き
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ひとことひとこと

全国各地でラジオ体操に関連したイベントを行っています
　イベントの模様はNHKのテレビ、ラジオで全国に放送されています。

　かんぽ生命では、2013年3月から、普段行っていただ
いているラジオ体操を、より効果的なものとするための
施策として、団体・企業など向けにラジオ体操指導委員
を派遣し、ラジオ体操のワンポイントレッスンを行ってい
ます。

ラジオ体操の普及推進

社会、地域社会への貢献の推進

ラジオ体操☆おでかけワンポイントレッスン

　ラジオ体操は「いつでも、どこでも、だれでも」できる気軽な体操として、多くの方に親しまれています。
　かんぽ生命は、これからも皆さまの健康づくりにお役立ていただけるよう、NHKおよび全国ラジオ体操連盟と共同でラジオ
体操の普及推進に努めてまいります。

正しいラジオ体操で基礎体力づくりを ～ラジオ体操の小学校出張授業～
　ラジオ体操最大のイベントとして、テレビやラジオを通じて
1,000万人にもおよぶ人々に一斉にラジオ体操およびみんな
の体操を行っていただくという趣旨で、「1000万人ラジオ体
操・みんなの体操祭」を毎年1会場で実施しています。
　2014年度は、8月3日に兵庫県神戸市須磨区の神戸総合運
動公園ユニバー記念競技場で「第53回1000万人ラジオ体
操・みんなの体操祭」を開催しました。

■1000万人ラジオ体操・みんなの体操祭

　毎年7月20日から8月31日までの43日間、全国43会場に
おいて、「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」を開催して
います（「1000万人ラジオ体操・みんなの体操祭」の開催日
を含みます）。
　夏休み期間中にラジオ体操をする風景は、日本の夏の風物
詩として浸透しており、各会場とも極めて盛況です。

■夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会

「特別巡回ラジオ体操・みんなの体操会」を毎年4月から10
月末の日曜日や祝日を中心に、全国10会場程度で開催してい
ます（「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」の期間を除き
ます）。

■特別巡回ラジオ体操・みんなの体操会

神戸市須磨区 神戸総合運動公園ユニバー記念競技場（2014年8月3日）

北海道山越郡長万部町（2014年10月5日）

愛知県蒲郡市（2014年8月18日）

　ラジオ体操は短時間でできる大変優れた運動です。
本校では、体育の授業だけではなく、体育朝会でもラ
ジオ体操を指導しています。今回こうした機会に多胡
先生やアシスタントの清水さんから子どもたちが熱心
に学ぶ姿を見て私たちも勉強になりました。
　公立小学校に求められることは、地域の宝である子
どもたちが、大人になったときに世の中を生き抜くた
めの知力と体力をつけて送り出すことです。ラジオ体
操は、体力づくりのすべての基礎になるものだと実感し
ております。今後とも、地域の皆さまと連携しながら、

ラジオ体操の習慣を続けてい
きたいと考えています。

杉並区立四宮小学校

校長 前田 佐和子 さん

　小学校5年生くらいは、どうしても恥ずかしいとい
う気持ちがあるのか、動きが小さくなりがちですが、
今回参加してくれた皆さんはとても真面目でよく話を
聞いてくれたので、最後にはすごく上手になりました。
意識を持って身体を動かすことの大切さを改めて感じ
ました。
　ラジオ体操を指導する上で大切にしているのは、
「この体操をするとどこが鍛えられてどういう効果が
あるのか」を伝え理解してもらうことと褒めてあげる
こと。その2つが伝わると目の輝きが変わってきます

ね。こうした機会をいただけ
ることを私たちもありがたく
感じています。

NHKテレビ・ラジオ体操

指導者 多胡 肇 さん

　ラジオ体操を通じて、子どもの健全な育成を支援するた
め、また、そこに向けた若年層へのラジオ体操の普及推進を
図ることを目的に、全国の小学校にＮＨＫテレビ・ラジオ体操
指導者とアシスタントを招いて授業を行っています。
　2014年10月7日に東京都杉並区立四宮小学校において行

われた授業では、ＮＨＫテレビ・ラジオ体操指導者の多胡先
生とアシスタントの清水さんが正しいラジオ体操を指導しま
した。体育館に集まった5年生の児童たちは先生とアシスタン
トの美しい動きを見習って、元気に体を動かしていました。

た　ご

しのみや



15 16

対象災害
件数（件)※ 金額（円)※

2013年度取扱分
取扱期間

東北地方太平洋沖地震
新燃岳噴火災害 
平成24年5月に発生した突風等による災害 
淡路島地震による災害 
平成25年7・8月に発生した大雨災害 
平成25年9月に発生した突風等による災害 
台風18号による災害 
台風24号による災害 
台風26号による災害 
2月14日からの大雪による災害関係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　合計 

  2011年3月14日～2015年3月31日
   2011年2月3日～2015年3月31日
  2013年5月11日～2014年9月30日
  2013年5月13日～2014年3月31日
   2013年8月7日～2014年3月31日
  2013年9月10日～2014年3月31日
 2013年9月25日～2014年1月10日
2013年10月21日～2013年12月30日
2013年10月25日～2014年3月31日
   2014年3月3日～2014年4月30日

認知症サポーター養成講座の実施

ご家族など

報告書の送付
報告書を作成し、
ご指定の宛先に送付

生活状況の確認

いずれかの方法でお会いする

所定の項目をヒアリングして記録
①訪問

食事会・
茶話会など

②開催

参加

高齢者などのお客さま

郵便局

郵便局
③警察署などへ連絡

④保護されている児童の
　家庭へ連絡

⑤保護

⑤保護

②避難
（かけ込み）

①危険発生
家庭 児童･生徒

警察署
学校など

　日本郵便は、子どもに関する事件・事故を未然に防止する
ため、郵便局を一時保護や110番通報による警察への連絡な
どの一時的措置をとる避難場所として提供しています。

子ども110番

｢郵便局のみまもりサービス」の試行実施
　日本郵便は、トータル生活サポート企業として、地域と郵
便局のつながりを大切にし、共に発展することを目的として、
2013年10月1日から全国6エリアで、「郵便局のみまもり
サービス」を試行実施しました。
　このサービスは、郵便局社員がお客さま宅を訪問、生活状

況を確認し、その結果をあらかじめお客さまが指定した報告
先にお知らせするものです。
　また、本サービスの一環として、生活全般に関する24時間
電話相談、かんぽの宿の宿泊割引、会報誌の発行を通じて、
お客さまの暮らしをサポートしていきます。

　2013年9月、日本郵便は、株式会社エフエム東京をはじめ
とする全国38社からなる全国FM放送協議会(JFN)と、災害
時における地域情報ネットワーク構築に関する協定を結びま
した。
　これは、全国に約24,000の郵便局を有する日本郵便と、

全国38局のネットワークを有するJFNが、地震などの自然災
害時に情報連携するもので、被災地の被害情報や郵便局の窓
口・ATMの営業状況などの情報を日本郵便が提供し、JFN
加盟放送局がFM放送を通じて、地域住民の安全確保や復旧
のための支援に役立てることを目的としています。

｢災害時における地域情報ネットワーク」の協定

　天災、その他非常災害発生時に、郵便局窓口などにおいて、被害にあわれたお客さまに対する非常取扱いなどの支援を実施
しています。

災害時の被災地支援

社会、地域社会への貢献の推進

【 主な内容 】
● 被災者への郵便はがきなどの無償交付
● 被災者が差し出す郵便物の料金免除

■日本郵便の取扱い

　被災者への救援活動を支援するため、ゆうちょ銀行または
郵便局の貯金窓口において、救援などを行う日本赤十字社、
共同募金会、地方公共団体の振替口座へあてた災害義援金
を無料でご送金いただけるサービスを実施しています。

■ゆうちょ銀行の取扱い

　被害にあわれたお客さまに対して緊急な需要を満たす必要
があると認められるときに、「保険料の払込猶予期間の延伸｣
や｢保険金などの非常即時払｣などの特別な取扱い(非常取扱

※件数・金額は、対象災害に関して2013年度中にお取扱いしたものです。

（2014年3月末現在)【 2013年度に取り扱った災害義援金の取扱件数など 】

■かんぽ生命の取扱い

都道府県 実施郵便局数市町村
北海道
宮城県
山梨県
石川県
岡山県
長崎県

13
11
18
14
20
27
103

登別市、白老郡白老町
大崎市の一部、遠田郡涌谷町および美里町
大月市、都留市、南都留郡西桂町および道志村
珠洲市、鳳珠郡能登町の一部
新見市
対馬市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計

■サービスの流れ

■実施エリア

　認知症の正しい知識や、適切な対応方法を身につけるた
め、日本郵政、ゆうちょ銀行およびかんぽ生命では「認知症
サポーター※養成講座」を実施しています。
　ゆうちょ銀行では、2013年度に全店舗の窓口社員および
渉外社員を対象に講座を実施し、また、2014年度には認知

● 災害地の被災者の救助を行う地方公共団体などにあてた、
　 災害義援金を内容とする現金書留郵便物などの料金免除

　また、災害の発生により貯金通帳や証書、印章などをなく
された被災者に対しても、一定の要件を満たした場合には、
貯金の払戻しなどを行う非常取扱いを実施しています。

い)を行うこととしています。また、特別な取扱いを行う支店
および郵便局に、その内容および期間を掲示します。

症サポーター養成講座の講師である「キャラバン・メイト」
を全国に養成しました。2014年3月末現在、約5,500名が
認知症サポーターとして活躍しています。
※「認知症サポーター」とは、認知症の人とその家族への応援者です。

2,511,837,979 
738,556 
975,724 
1,401,049 
72,683,748 
8,045,780 
25,924,136 
8,841,186 

163,300,361 
1,747,789 

2,795,496,308 

97,562
154
91
147

6,124
922

2,535
690

10,048
129

118,402
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　2014年10月に開催された「インチョン2014アジアパラ
競技大会」の卓球女子シングルスにおいて、明石西郵便
局（兵庫県明石市）で期
間雇用社員として働く別
所キミヱ選手が、銅メダル
を獲得しました。

■アジアパラ競技大会（韓国/インチョン）に出場
　日本郵政グループ女子テニス部は、2014年12月から
2015年2月まで開催の「第29回テニス日本リーグ」に出
場します。
　テニス日本リーグは実
業団による日本最高峰の
テニス団体戦で、同部は
2008年から7年連続の出
場を果たしています。

■女子テニス部が「テニス日本リーグ」に出場

池田 優子 柴田 千歳 鈴木 亜由子 藤田 千尋 小座間 夏子
か  こ

関根 花観
は な み

選手名 大会名・種目 順位 記録

第62回 全日本実業団対抗陸上競技選手権大会（2014年10月12日）◇女子5,000ｍ
第239回 日本体育大学長距離競技会（2014年9月27日）◇女子3,000ｍ

第16回 アジアジュニア陸上競技選手権大会（2014年6月15日）◇女子3,000ｍ
第30回 東日本女子駅伝（2014年11月9日）◇東京都代表・第1区

第2位
第1位

第2位（銀メダル）
区間第1位

9分17秒55
19分02秒

鈴木 亜由子

関根 花観

［主な戦績］

15分14秒96
青木半治杯2014国際千葉駅伝（2014年11月24日）◇日本代表・第2区 区間第1位 15分21秒

 ※2

8分58秒08 ※1

※1：今年度日本人選手最高記録
※2：今年度日本人選手最高記録（日本人選手歴代12位）

　日本郵政グループは、全国高等学校総合体育大会（インターハイ）と、毎年12月に京都府京都市で開催される全国高等学
校駅伝競走大会（高校駅伝）に協賛しています。

日本郵政グループ女子陸上部の創部 インターハイ、高校駅伝への協賛

「全日本少年サッカー大会」への協賛

高校駅伝（昨年の大会）

　ゆうちょ銀行は、次代を担う子どもたちの健全な心身の育成・発達を支援するため、小学生世代の公式大会としては日本
最大規模の「全日本少年サッカー大会」に協賛しています。

全国大会決勝戦の入場の様子

Ｗ杯公式試合球レプリカの展示と小学校への贈呈
　ゆうちょ銀行は、2014FIFAワールドカップブラジル大会
の開催時期に合わせて、全国のゆうちょ銀行・郵便局の貯
金窓口に、同大会の公式試合球「ブラズーカ」のレプリカを
展示し、４年に一度のワールドカップを応援するとともに、
お客さまにお楽しみいただきました。

湯本小学校（福島県岩瀬郡天栄村）での贈呈式 湯本小学校全校生徒での記念撮影

社会、地域社会への貢献の推進

試合直前の選手たち

インターハイ（南関東総体）

　また、展示終了後は、地域の子どもたちに「ブラズーカ」の
レプリカを間近で見て楽しみ、サッカーに親しんでいただく
とともに、夢に向かって頑張ってほしいとの思いを込めて、全
国の約22,000の小学校や約600の児童養護施設などに贈
呈しました。

　日本郵政グループは、創業以来初となる企業スポーツとし
て、「日本郵政グループ女子陸上部」を2014年4月に創部し
ました。
　駅伝を中心とした中長距離の選手を育成するとともに、ス

ポーツ活動を通じた地域・社会への貢献を目指してまいります。
 「手紙をお届けする郵便」と「たすきをつなぐ駅伝」の親和
性も大切に、皆さまから応援していただけるようなチーム活
動に取り組みます。

■選手紹介

グループ社員がスポーツでがんばっています
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札幌市 旭川市

室蘭市 釧路市

  「山形日和。」のキャッチコピーのもと、2014年6月14日か
ら9月13日までの間、「山形デスティネーションキャンペーン※

（山形DC）」が開催されました。
　山形DCでは、「朝」「昼」「夕」「夜」の時間帯ごとの山形だ
けの、山形ならではの過ごし方を提案。さくらんぼの本場、山
形ならではの「朝摘みさくらんぼ」や「国宝・羽黒山五重塔ラ
イトアップ」などに多くの観光客が訪れました。
　今回の山形ＤＣには、山形県内の郵便局が全面的に協力
し、山形の魅力を伝えるため様々な取組を実施しました。社

員がキャンペーンキャラクターの「きてけろくん」バッジを着
用し、郵便局を訪れたお客さまを歓迎したほか、郵便局に山
形ＤＣのキャンペーンのぼり旗を掲げＰＲしました。
　また、山形での旅の思い出を伝えることができるよう、き
てけろくんをデザインしたフォルムカードを作成し、県内の全
郵便局で販売しました。
※デスティネーションキャンペーンとは、地方自治体や民間事業者とＪＲグループ
が連携し、全国から観光誘客を図る日本最大規模の観光キャンペーンです。

社会、地域社会への貢献の推進

　6月の環境月間の取組として、北海道内の日本郵政グルー
プの社員および家族など8,086名が参加して、北海道各地の
郵便局周辺、市街地、公園、河川敷など公共の場所を中心に、

地域の清掃活動への参加

フードバンク活動への協力
　日本郵政グループ各社は、大規模災害など万一の事態が発
生した場合に備え、社内非常用食料の備蓄など災害対策を行っ
ています。
　2014年度は、日本郵政および日本郵便で賞味期限が近づい
たアルファ米、缶詰および栄養調整食品を、フードバンク活動を
行っている「セカンドハーベスト・ジャパン※」に寄贈して、生活
困窮者や児童養護施設などへの支援活動に協力しました。

自治体との協力
山形の魅力アップに郵便局が協力しました

ひとこと

　今回の山形ＤＣでは、郵便局も何か協力できれば
と、県内の郵便局長と議論を重ねました。その最初の
企画が、映画化された「おしん」のフレーム切手でし
た。映画は県内全域で撮影され、今後撮影地を新たな
観光地にしていくというので、切手の絵柄に撮影地を
使用するアイデアを出して実現の運びとなりました。
　また、社員が研修会に参加して改めて地域について
勉強したほか、｢きてけろくん」バッジを着用して、お

客さまにご案内をするな
ど、地域の特色を生かしな
がら、郵便局のネットワー
クが持つ強みを発揮する
ことができました。

ひとこと

　山形県内の郵便局には、早い段階で積極的に連携
していきたいという提案をいただきました。郵便局の
局舎にキャンペーンののぼり旗やポスターを掲出して
いただくなど、県内すべての市町村にある郵便局の
ネットワークを生かして、県内全域に向けた告知・広
報に協力いただき、県民の意識醸成に大きく貢献して
いただきました。
　また、身近な観光案内所としても活躍していただき

ました。親しみやすい郵便
局の方が案内してくれると
いうのがとても身近で、安
心して受け入れられたよう
です。

山形県 商工労働観光部
観光経済交流局 観光交流課　

ごみ拾いなどの清掃活動を行う「全道一斉クリーンアップ作
戦」を実施しました。

※「セカンドハーベスト・ジャパン」活動概要
　企業内の規定により発生する規格外品（印字ミスなど）、社会制度上やむ
なく発生し流通できなくなった食品のうち、品質や安全性に問題のない食品
を食品関連企業などから募り、支援を必要とする生活困窮者支援団体や児童
養護施設など福祉分野の施設・団体に無償で提供するフードバンク活動を
行っています。

ＤＣ推進主査 相澤 薫 さん
間沢郵便局　

局長 荒木 尚人

キャンペーンキャラクター「きてけろくん」
横顔が山形県のカタチをしている
「山形県おもてなし係長」です。

「きてけろくん」フォルムカード
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地域性を生かした特色ある店頭販売商品の開発・販売

　都道府県を代表する食べ物や名所をかたどり、表面にイラ
ストを描いた「ご当地フォルムカード※」を、2009年9月か
ら全国の郵便局(一部の簡易郵便局を除く)で販売していま

｢ご当地フォルムカード」の販売

　地域および期間限定で、地域の名所や風物などをテーマにしたオリジナルフレーム切手を郵便局(一部の簡易郵便局を除く)
で販売しています。

フレーム切手の販売

長崎県 香川県 富山県

ふるさと小包

す。このカードは地域限定の商品で、各郵便局では所在する
都道府県のご当地フォルムカードのみを販売しています。
※定形外郵便物として差し出すことができるカードです。

ひとこと

　｢ふるさと小包」は私たち地域密着の郵便局が、信
頼できる地元の特産品を発掘し、郵便局のネットワー
クを生かして全国に紹介して地域を盛り上げていくと
いう使命感を持って取り組んでいます。
　伊藤農園さまは大変しっかりした意気込みを持っ
て、特産品の有田みかんを使った商品展開に取り組ん
でおられており感銘を受けました。今回、「ブランド作
りを手伝ってもらっている」とのお言葉をいただいて

本当にありがたく思います
し、このような評価をいただ
いて自信を持てました。とて
もやりがいを感じます。

箕島郵便局　　

局長 中村 雅雄

ひとこと

　自社商品の販路拡大を進めていく中、地元の箕島
郵便局から勧められたのが「ふるさと小包」でした。
今年も多くのご注文をいただき、中には毎年ご購入い
ただくお客さまもおられ、手ごたえを感じています。
　また上海での商談会に参加した際は、現地企業の
反響が大変良く、上海市内の高級百貨店と契約が成
立したほか、その後も７社との代理店契約が締結でき
るなど成果を挙げています。

　ふるさと小包は、有田みか
んのブランド価値向上にとて
も役立っています。地元の活
性化にもつながる機会をいた
だき大変感謝しています。

株式会社伊藤農園　

地元の柑橘類を使用したこだわりの商品を、日本国内そして海外へ

　「ふるさと小包」は、日本全国各地の名産品を掲載しているカタログや、地域に密着した商品を掲載したチラシなどから、ご希
望の商品をお申込みいただき、産地から直接、ゆうパックでお届けするサービスです。

　和歌山県有田市で1897年に創業した株式会社伊藤農園
は、現地の特産品「有田みかん」をはじめとする柑橘類を使
用した高品質の商品を生産しています。
　中でもジュースは、100%ストレートにこだわって、濃縮せ
ず、熱や強い圧力もかけず、内皮までも壊さずにゆっくりと
時間をかけて搾る独自の製法で生産しています。
　750mlのジュースに30個ものミカンを使うという品質が
高い評価を受け、大手百貨店や「ふるさと小包」で取り扱う
ようになり、さらに2013年には「きよみしぼり」ジュースが

モンドセレクション最高金賞を受賞しました。
　同社の商品は国内だけでなく海外にも販路を広げていま
す。その一環として、中国での販路開拓を目指し、日本郵便が
2014年9月に上海で開
催した「日本商品商談会 
IN 上海」に参加。早速、
地元百貨店と契約を締
結するなど大きな成果
を挙げました。

専務伊藤 彰浩 さん

有田川沿いの山々にみかん畑が広がります

地元の工場で生産した100%ストレートジュ
ースは、「ふるさと小包全国版」カタログで取
り扱っています

「日本商品商談会 IN 上海」での伊藤農園ブース

ありだ
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